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社会福祉法人 六高台福祉会

サービスコンセプ ト

テヱ 念

み ん な の 笑 顔 の た め に

素 購 ら しか つた と言 え る人生 の ために
～1人のゲスト、と日の暮らし、そしてとつ1つの介護から～

0  社会福祉法人

経嘗方針

地域に惑要とされる事業等の

展開を通し、社会貢献を積極

自たヽどにおこないます

福祉と介護事業のバランスを

保った経営管理をおこない

ます

ゲスト・ご家族・地域 ,職員の

満足や安心を追求します

職員(人 )を育てることを大と,」

にします

介護を自分のこととして考える

ことを基本とします(共生)

人が人として在り続けられる

為の支援を提供します(人権)

介護を通して人生の安心・自

r静 喜び(明 るい社会)を支援

します(社会貢献)

みんなの声が反映されるサー

ビスを大切にします(協同)

自立支援型の介護を目指し、

自己研鑽に励みます(専 F号性)

奔譲オ針 職買行動基準

温かいあいきつをします

温かい笑顔で仕事をします

ゲストと一緒に楽しい時間を

送ります

一流の介護人である前に一流

の社会人になります

向 ll心 を持ち、前向きな気持

ちで仕事に励みます

冶 バ薄簿拝鮮傘



事業 計 繭 ¨ マ ダブ

サービスコンセプト

1. 法人概要

2. 各事業の事業計画 □
□ 2025年度の全体方針 □
□ 基本方針 日
□ 各事業の稼働率等の目標 回

□ 組織図 団
□ 法人本部サポートセンター

□ 施設サービス部 (特別養護老人ホーム・エミシア松戸六実)

□ 地域福祉 サー ビス部 (シ ョート・デイ2事業所 。ヘルプ。居宅。ケアスクール・福祉送迎)

□ 地域包括支援センター部 (六実六高台 。明第 1)

□ 公益的取組み 囲

3.その他 囲
・六高台福祉会のあゆみ囲
。会議・委員会四
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登霞 議盈範嬰

途 人 塞 称   社会福祉法人 六蔦常鶴社会 (1つ SS季 魯月 11塞 )

主える事務所

理 事 長

千嚢暴松戸奪ム蔑台 寃丁轟 i∋ 番め 2

鼈 G塗マー3鶉 ―墓attT FA覧 会尋'互 3S7-畠 720

正理 貴立 (統穏部長 )

事理 松澤

澁谷

津川

平居

liヽ [と f

腸子

工行

正治

昭範

瑠愛

蔑理事長

六実上高台地菫社会櫂社 協議会会長

松戸市清掃事業綿同組合理事業事務局長

持男ビ養護を入 lヽ
一ム松寿露 ヽデネックス施設長

地域 イl括 支援 モ「ンター部部長

連合町会会長 '前理事

前理事

他社会福社承

^、

評議罫.'載理事

地区社会福祉協議会元会長 ・前理事

前理事

保護司 ,ボ ラと
'テ イア代表

民生児童委員

財務管理 tと つい
｀
こ識見̀を 有する

社会福祉事業について識見 を有する

評 義  晏

監    事

石井

藤本

松村

高橋
I中 I尋

渡辺

柴田

小サキ十

水落

Y苗

政雄

義彦

功

幸造

トク

持子

新生

英子

事業の種類  l 第一種社会福祉事業

イ)特 別養護老人ぶ ―ムの経営

第二種社会福祉事業

イ)老人デイサービス事業の経営

口)老人短期八.所事業の経営

ハ)老人居宅介護等事業の経営

公益 を目的 とする事業

(1)居 宅介護支援事業の経営

2

3

ソ^
働
　
つ
け
　
狛
管
≡　
Я
υ

地域包ょ括支援センターの受託運営

サー ビス付 き高齢者向け住宅事業の経営

松戸市介護予防 ▼置常生活支援総合事業の経営

社会福祉の増進 に資する人材の育成 確ヽ保ほ関する事業

(介 護福祉士等の養成事業 )の経営

(6)福 祉有償運送事業の経営
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担当理事

項 目 担当理事 内容

統括 正田理事長 統括

サービスの質の向上 平居理事

生産性の向上

介護 DXの推進

協力医医療機関との連携体制構築

介護事故 。リスクマネジメント

虐待防止 。身体拘束の適正イと

職員育成・確保
小山理事

平居理事

教育・研修

業務継続計画策定

防災 (自 然災害 。感染症災害)

採用 (実習生・新卒 。中途・外国人

介護職員等)

職員定着
平居理事

小山理事

理念の浸透
ハラスメント対策

人間関係の高地う

処遇 。環境改善

働きやすい職場づくり

ワークライフバランスの推進

渉外

津川理事

澁谷理事

松澤理事

所轄庁等公噛機関他

経営改善 全理事

月次予算管理

月次収支管理

規定類の整備・活用・周知

事業運営の見直し

事務費・事業費の見直し

‐

ゝ
ヽ
ヽ
Ｒ

、

　

　

ァ
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理事会・評議員会等スケジユール

備考主要議題 (予定)
評議員会/理事会

幹事監査開催月 (予定 )

2024年度計算書類監事監査刑25年 5月

2024年度計算書類及び財産目録

2024年度事業報告

監事監査報告 。社会福祉充実計画

評議員選任・解任委員会

評議員の選任

定時評議員会の開催

2025年 6月

(報告)2024年度事業報告

2024年度計算書類及び財産目録評議員会2025年 6月

業務執行の状況報告等理事会2025年 10月

2025年度補正予算

20お6年度事業計画・2025年度予算

業務執行の状況報告等
理事会2026年 3月

必要に応じて臨時開催・・ 。定款に定める議決事項及び重要事項について評議員会、理事会

を随時開催する。また、定款第 H条に定める監査を行うほか、必要に応じ中間監査を行う
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借入金償還計画

内容 借入先 当初借入額
償還済

(2024年度末)

当期償還

(2025年度)

予定残額

(2025年度末)

3号館

特養
認知症
DS

独立行政法人

福祉医療機構

(2011/8)

361,800,000円

(利率 1.4%)
233,441,000円

20,004,000円
(利息 2,228,774)

108,355,000円

1号館

改修

特養

独立行政法人

福祉医療機構

(2011/8)

13,100,000円

(利率 1.4%)
8,480,000円

720,000円

(利息 80,220)
3,900,000円

合計
独立行政法人

福祉医療機構
374,900,000円 241,921,000円

20,724,000円
(利息 2,308,994)

112,255,000円

主な予算の計画 (工事・修繕等 )

内容 金額 備考

ショー トステイ壁紙張替 1 500, 000円 2号館 1階

特養床材一部張替え工事 1, 000, 000円 2号館 3階、 1号館西

キュービクル高圧機器

交換工事
1 250,000円 S61年設置 (38年経過)

ワックス清掃 1 400,000円 全館 (共用部)・ エミシア

合 計 5, 150,000円
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主な予算の計画 (固定資産等 )

内容 金額 備考

スマホ・インカム

見守り機器 aams

(補助額 )

(81,100,000円 )

(法人負担 )

2,100,000円

特養従来・ユニツト・SS

導入に必要 となる電源公示

入浴機器 (ア ラエル)

※シャワー入浴装置

補助申請

(自 己負担分は、確定後補正対応)

特養ユニツト

入浴機器 (リ クシー)

※シャワー入浴装置

補助申請

(自 己負担分は、確定後補正対応)

特養従来

車椅子洗浄乾燥機 3, 700, 000円

車椅子 (モ ジュラー型 ) 1 000, 000円 @50,000× 20台

車両の入替え
補 助 申請 (自 己負担分は、確定後

補正対応)

福祉車両

車両の入替え 2, 500, 000円 車いす送迎用

自動体位変換マットレス 1 500, 000円 @150,000× 10台

洗濯機 。乾燥機 800, 000円 洗濯機 5合・乾燥機 5台

アシス トスーツ

(Hakobelude)
210,000円 @70,000円 ×3台

PCの入替 2, 500, 000円 @100,0000円 ×25台

防災食 500, 000円

合 計 14,810,000円
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盈 暮事業嬢計爾

2025年、いよいよ「2025年問題」の節目の年を迎えます。団塊世代 (1947～ 1949年生まれ)

が全て後期高齢者となり、日本の総人口に占める 65歳以上高齢者の割合は 30%を超え、後期高

齢者割合は 17.8%に 達することが見込まれています (人口問題研究所調査)。

これに伴い、要介護者数の増加が確実視され、介護福祉施設 。事業所への社会的需要は一層高ま

ることが予想されます。

一方で、生産年齢人口の減少は続き、介護分野での人材不足が深刻な課題となるとともに、近

年の物価上昇や食材料費の高騰、全産業における賃金の引き上げなど、サービネ提供体制の維持

が一層困難となつてきています。

このような環境において、介護テクノロジーを積極的に活用し、生産性の向上と業務の効率化を

図ることがこれまで以上に重要となつています。

2024年に実施された介護保険制度の改正と介護報酌‖改定に基づき、以下のような方針に沿つ

て介護福祉事業所の進むべき道が示されています。

(1)地域包括ケアシステムの深化推進

国 医療と介護の連携の推進

国 感染症や災害への対応力向上

□ 高齢者虐待防止の推進

国 認知症の対応力向上

回 看取 りへの対応強化

(2)自 立支援・重度化防止に向けた対応

ロ リハビリ・機能訓練、口腔、栄養の一体的取 り組み

□ LIFEを 活用 した質の高い介護

(3)良質な介護サービスの効率的な提供に向けた働きやすい職場づくり

口 介護職員等の処遇改善

□ 生産性の向上等を通 じた働きやすい職場環境づくり

、国 効率的なサービス提供の推進

社会福祉法人六高台福祉会は、これらの動向を踏まえ、2025年度もゲス トの皆様にとつての

「良いケア」の提供を第一に、職員一人ひとりがその能力を最大限に発揮できる環境を整え、地

域に根差 した質の高い介護福祉サービスを提供することで、社会に貢献してまいります。

2025年度の全体方針
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基本方針

第 39期 を迎える 20お5年度事業計画の「基本方針」を 3つの視点でまとめました。

介護力の充実はもとより、松寿園サービスの価値を更に高め、40年、50年を見据えた法人運

営及び組織強化を更に推進 していきます。また、当会が地域住民の期待に応えることができるよ

う、地域包括ケアシステムの更なる深化・推進さらには地域共生社会の実現に向けた地域福祉ヘ

の貢献を進めてまいります。

基本方針

六高台福祉会が社会から求められ、期待されていることは、「良いケアを提供する」ことで

す。「良いケア」を提供するためには、職員の「ケアの質」を高め、耳哉員にとつて「働きやす

く・働きがいを得られる職場」を目指し、「社会から信頼・信用される」経営をおこなうことが

前提となります。

買の高いケア・働きやすい職場・健全な経営

質の高いケア ～安心して暮らせる利用環境～

① 楽しみづくり・元気づくり。生涯活躍の場づくりの推進

② 介護テクノロジー活用による業務省力化。情報連携の推進

③ 認知症BPSD予防力を高めたチームケアの推進

④ ムリ。ムラ・ムダの無い効率性を高めた業務体制の構築

⑤ 介護力向上研修の見直しにより、法人内研修体制の強化・充実

⑥ 六高台福祉会の未来を創る次世代リーダーの育成を推進

⑦ 将来を見据えた人員配置の見直しと最適化

1.

2.働きやすい職場 ～安心して長く働ける職場環境～

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

残業の削減 (年間 9,000時間内)、 有給休暇取得率向上 (80%以上

職員定着率の向上 (離職率 10%以下)

職員の資格取得 。維持のために必要な支援体制の強化

心 理 的 安 全 性 の 向 上 (チ ームの誰もが安心して発言や行動ができる状態。B日 郡ヽ 分もさらけ出すことができる状態)

メンタルヘルス、腰痛予防、ハラスメント等各対策の推進

多用な人材 (外国人 。アクテイブシニア)の採用と働き方の支援

地域住民 (高齢者)の健康 と暮らしの継続を支援する取組みの推進

3.健全な経営 ～事業の継続と地域福祉が原点～

① 適正利益の確保 (事業活動収支差額5%)

② 各事業収入と支出のパランスの均衡を保つた経営視点 (予算管理)

③ 修繕計画並びに改築に向けた基本構想の策定

④ 特養待機者の確保と在宅サービスの利用者数の増加

⑤ 運営コストの高騰に対する効率的な事業運営の推進 (補助活用、業者選定)
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各事業の稼種浄率等の目標

【目標稼働率・人数】

事業
2024

決算見込

2025

当初予算

目標

稼働率

目標

人数

l
特別養護老人ホーム従来型

定員 90人
778,664,000円 779,500,000円

97.5%
87.8

人

2
特別養護老人ホームユニット型

定員 60人
97.5%

58.5

人

3
ショートステイ

定員 20人
77,397,000円 80,000,000円 95.0%

19。 0

人

4
サ高住 エミシア松戸六実

定員 26人
44,864,000円 45,000,000円 96.2%

25,0

人

5
デイサービス

定員 35人
89,020,000円 90,000,000円 85.8%

30.0

人

6
認知症対応型 DSメル・ク

゛
ラン

定員 12人
33,895,000円 39,000,000円 83。 3%

10,0

人

7 ホームヘルプサービス 20,703,000円 21,500,000円 年派遣
6,000件

実動

100人

8 居宅介護支援事業所松寿園 18,541,000円 19,000,000円
35人+

α/CM

9 ケアプランセンター六実 10,371,000円 15,500,000円
35人キ

α/CM

10
介護予防支援事業所

(六実 。六高台)

5,960,000円 6,000,000円
70人

/CM

ll 介護予防支援事業所 (明第 1) 13,898,000円 14,000,000円
70人

//CM

12
人材の育成 。確保に関する事業

(奨学金 。ケアスクールプラス)

0円 0円 25.0%
3人/
回

13 福祉有償運送事業 240,000円 250,000円
登録

30人

合 計 1,093,553,000円 1,109,750,000円
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3号館3階
18:1(ゲ スト:職員)

3号館2階
18:1(ゲ スト:職員)

サービス調整担当
生活相談員

看護・リハビリ

サ高住
エミシア松戸

85:1(ゲ スト:職員)

介護予防支援事業所
3人 (職員)

地域包括支援センター部

担当部長 小山日愛

3人 (職員)

防支援

法人本部長 正田
部長補佐 正田文
サ∫―トセンター 5人

認知症デイ
メル・グラン

35:1(ゲ スト:職員)

デイサービス
411(ゲ スト:職員)

統括部長
正田 貴之

地域福社サービス部

担当部長 齋藤直人

福祉有償運送
5人 (ド ライ′ヾ―

)

ケアプランセンター

3人 (職員)

特養副施設長

施設サービス部
特養施設長 平居昭範

サービス調整担当

介護R 生汚相談員

看護・ リハビリ

1号館東
22:1(ゲ スト:職員)

6

第二者委員
2人

松 事業

第

―
聰

Ｉ

ニ ッ ト型

連

携

4人 (職員)

よ―ムヘルフ
°
サーヒ

'ス

20人 (職員)

アスクールプラ

(+)

ショー トステイ
2∈ 1(ゲスト:職 員)

六実六高台
地域包括支援センター

5+2人 (職員)

明第 1

地域包括支援センター

9+2人 (職員)

1号館西
2と 1(ゲスト:職員)

2号館2階
2211(ゲ スト:職員)

2号館3階
22:1(ゲ スト:職員)

3号館 4階
18:1(ゲ スト:職員)

L____ 202504 組織図 (職員配置の目安)



法人本部サポー トセンター

20盈5年度覇業計画

人本部法
部  長

部長補佐

正田 貴之

正田 文乃
Ｉ
Ｐ
０
１

ポートセンター 細谷 素子

*公益事業 :社会福祉の増進に資する人材の育成・確保に関する事業 (介護福祉士等の養成事業)の所管 (ケ アスクールプラスを除く)

役職・氏名



法人本部サポー トセンター

本部長 :正田貴之 本部長補佐 :正田文乃 サポー トセンター :細谷素子

事業名

事業管理者

l。 専門性の高いケア体制の構築支援

2.スタッフのモチベーシヨンの向上と定着率向上

3.財務の効率的管理と透明化

『質の高いケア 。働きやすい職場 。健全な経営』基本方針

重点目標

[最終評価]S:チ ャレンジした企画が成功 A!期待以上の結果 B:期 待 どお りの結果 C:取 り組んだ D:取組みなし

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｉ

i 4月 ～5月  i

(4)各種補助金申請手続きの事務対応

(3)PC等備品調達方法の検討、運用
田村

細 谷

通年

通年

金を活用した効率的な事業運営 (補助金、助成金等の情報収集(2)公的資

正 田 (文 )

(1)収支管理の強化 (法人及び各事業の月次報告、経営情報の提供)

:  通年   1正 田 (文)|

正 田 (文 )

田村

介護休業取得の促進等両立支援)

(5)就業規則、給与規程の改正の適宣提示

(3)年次有給休暇の取得率 80%維持の啓発促進

(4)時間外労働時間の可視化
細谷

木村

通年

勤怠管理システムの効率的運用と情報共有の円滑化(2)
田村  :

(1)ワ ークライフバランスの推進 (育児体業 通年

通年

通 年

通年

正田 (文 )

田村

正田 (文)|

正田 (文 )

細谷

木村

1  通年

通年

通年

通年

通年

通 年

通年

通年

(8)労働関連法等の

管理を行う9)感染症対策に必要な物品等の確保・

よる面接機会の確保ための媒体の確保、担当部長との連携に6)人材確保の

組合他)と特定技能登録支援団ための連携強化 (江戸川学園、

の質の向上を目指した取 り組みの相互連携

外国人介護職員の確保の7)

正田 (文 )

体の取組み推進       1 通年

レクリエーシヨンのサポート (ゲストの生活

改正にともなう就業規則等の適切かつ迅速な整備

しいケア技術や知識の情報(1)ス タッフのスキルアップ研修の

(2)ICT技術の活用促進

3)ゲス トの趣味活動や

広報活動の充実4)ソーシヤルメディアを活用した

(

(

講義の整備)の共有、外部講師による専門的な

糸日そ事

正田 (文 )

(5)生成AIの活用促進

取 組 み の 内 容

1.専門性の高いケア体制
スケジュール 実施責任者 最終評価

2. モチベーシヨンの向上と 上
スケジュール 実施責任者 最終評価

3 と透明化
スケジュール 実施責任者 最終評価

甥畿鷺想
六 高 合 福 社 会



2025年度 社会福祉法人六高台福社会

日本語学校及び介護福祉士養成施設奨学金貸与 事業計画

1.事業の目的

社会福祉法人六高台福社会 (以下「法人」という。)が、法人の理念及び活動方針を理

解 し、法人の経営する施設での就職を希望する国内在住の者及び私費外国人留学生等の

人材を育成することを目的とする。

2.事業計画

(1)奨学生受入れの環境整備 (寄付金の費用計上等)を行う

(2)日 本語学校及び介護福祉士養成施設との連携ネットワークの構築を図る

(3)奨学金を希望する学生の募集を行う

(4)奨学生の決定、契約を行う (1人 )

(5)本法人内でのアルバイ トの機会提供を調整する

(6)外国人のネットワーク支援 。相談

3.行動計画

年

度
項 目

4

月

5

月

6

月

7

月

8

月

9

月

10

月

11

月

12

月

1

月

2

月

3

月

2

0

2

5

年度

奨学金制度の構築

理事会 (業務執行報告) ○ ○

連携ネットワーク構築 ○ ○ O ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

奨学生募集 ○ ○ ○

候補者面談 ○ ○ ○

奨学生決定 ○ ○ O ○

ヒアリング (奨学生面談) ○ ○ ○ ○

外国人のネットワーク支援 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4。 予算

収入 (2024年度寄付金実績)

支出 (奨学金)

*2025/3/25現 在

2人 ×30,000円 ×12ケ 月

1,001,000円

720,000円

-12-

以 上



外国人介護職員の雇用計画

2024年度

2025年度

制度 出身国 人数 (人 ) 出身校等

EPA経済連携協定 な し 0 0

在留資格「介護」
ベ トナム

ミ ヤ ン マ ー

5

1
6

松山福祉専門

おおたかの森専門学校

おおたかの森専門学校

技能実習生
中国

ミ ヤ ン マ ー

1

2
3 協同組合東京共同事務センター東京支部

特定技能 1号 ベ トナム 1 1 協同組合東京共同事務センター東京支部

留学生 ベ トナム 4 4 おおたかの森専門学校

その他

ベ トナム

韓国

フィリピン

1

1

2

4

日本人の配偶者等

永住者

永住者

合計 5か国 18

制度 出身国 人数 (人 ) 出身校等

EPA経済連携協定 な し 0 0

在留資格「介護」
ベ トナム

ミ ヤ ン マ ー

7

1
8

松山福祉専門

おおたかの森専門学校

おおたかの森専門学校

技能実習生
中国

ミ ヤ ン マ ー

1

2
3 協同組合東京共同事務センター東京支部

特定技能 1号
ベ トナム

中国

1

1
2 協同組合東京共同事務センタ東京支部

留学生
ベ トナム

ネパール

2

2
4 おおたかの森専門学校

その他

ベ トナム

韓国

フィリピン

1

1

1

3

日本人の配偶者等

永住者

永住者

合計 6か国 20

-13-
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2325年度事業計画
鶴据ll養 護老人 y十ヽ 中 ム絵薄園 (従 来型多床室 )

特劇養護老人 ぶ―ム松寿園 ア幕 ックス ('l潤 室ユ温 ッ ト鯉 )

サー ピノ、付 き高齢着 向 患す住宅 松寿 園祉 ミンア松戸六霙

Ｉ
Ｐ
ト
ー 施設サービス部

特別養護老人ホーム

サービス調整担当課

フロアリーダー

従来型

施設長 平居 昭範

副施設長 堀越悦雄

介護 リーダー 平野

正田文乃

1-東 :大塚 1-西 :玉木・粂川 2
2:川島・福元 2-3:窪田 。河村

平居 昭範

阿保 智子 (兼特養 CM)

高橋 寿江

介護リーダー 佐藤

3-2:片桐 8-3.4:藤原

実上ハ一戸松アシ【ヽ
ヽエ

ホーム長

1副ホーム長



特別養護老人ホーム松寿園

施設長 平居 昭範 (従来型・ユニット型 )

事業名

事業管理者

『質の高いケア・働きやすい職場 。健全な経営』

1.効率性の向上、結果を伴うケアの確立、暮らしの場の提供

2,働きやすい職場づくり ～安心して長く働ける職場環境～

3。 健全な経営 ～事業の継続 と地域福祉が原点～

～安心して暮らせる利用環境～

基本方針

重点目標

[最終評価]S:チ ャレンジした企画が成功 A:期待以上の結果  B:期待 どお りの結果 C:取 り組んだ D:取組みなし

Ｉ
Ｐ
切
―

⑥フロアリーダ

④フロアリーダ

①介護 フロア
リーダー

②フロアリーダ
ー 介護リーダ

⑤管理栄養士り
ハスタッフ
⑥法人本音[

①介護リーダ
ー 看護職員

②フロアリー
ダー
③ケアマネ
④ケアワーカ

介護 リーダー

① 通年
② 8～ 9月

③ 『～ 3月

④ 通年

６．俸
７．４．瀞

①
②
◎
④
⑤

月

月

月

月

① 7～ 8月

② 通年
③ 6～ 7月

④ 9～ 12月

⑤ 6

(3)施設を暮らしの場 (楽 しみづくり・元気づくり。生涯活躍の場づくり)とする取組みを推進します

①ゲスト懇談会 (施設長・副施設長・介護リータ―゙参加)を定期開催。ゲストの声、意向に沿ったサービスを実践する

②各フロアにてレクを週課として位置付け、計画的に実施 (お しゃべり会 。軽運動・散歩 。他のフロアとの交流など)

(フ ロアごとに毎月分の週課スケジユールと実施内容を作成し、実践する)

③介護支援ボランティアとしてゲストに活躍の場を提供 (市社協に従来4名、ユニツト3名の登録を目標)

④施設内ボランティア活動 (清掃や食事の配膳、レクの企画など) *各 フロアにゲス ト1名 を目標

(邑)認知症における対応力の向上に取組ます

①向精神薬の減薬に向けた取組み (向精神薬の服用に関する研修の実施)

②BPSDの 理解、原因と症状、影響、予防的アプローチに関する研修の実施

③サービス担当者会議にて生活環境、健康状態、服薬状況など、BPSDの背景にある要因を多角的に検討し、

課題と目標を設定 (直ちにできるケアヘの取り組み)

④認知症ケア、ストレスマネジメントに関する外部研修への参加

(人事考課によるヒアリングから研修参加者を選定)

改善に向けた

取 組 み の 内 容

(1)介護テクノロジーを活用し、業務省力化。情報連携の推進を図ります

①スマホ・インカム、aansを導入し、介護記録との運動を図る

②生産性向上ガイドラインに基づいた改善活動の実施し、残業時間の削減を図る

③先進的に取り組んでいる施設を訪問し、有効な情報収集の機会をつくる

(「 ほのばの」と連携している先進施設の情報収集、見学依頼、取組事例から現場で活用・定着に繋げていく)

④新たな ICT機器の導入について検討し、業務効率化を検証する (ICTに関する研修 。展示会等への参加)

⑤新規車椅子及び車椅子洗浄乾燥機の購入

1.効率性の向上、結果を伴うケアの確立、暮らしの場の提供 ～安心して暮らせる利用ヂ界境～ スケジュール

六 商 台 稿 樹:会

塊 諄纏



Ｉ
Ｐ
６
１

⑦施設長
⑥介,妻 リーダー

①施設長

②施設長・副
施設長

◎ ④介護リ
ーダー・フロ

アリーダー

① ②
施設長 介護
リーダー

①施設長

介護リーダー

②介護リーダ
ー リーダー
プリセブター
⑥幹部触員

フロアリーダ
ー ケアワー

カー

◎フロアリーター

Oっ 簑` る要 リ

0施設長

⑥
⑦
⑥
⑨
⑩

通年

通年

通年

4月

H月

①6月 ～7月

②8月 ～9月

③8月 ～9月

④ll月 ～3月

① 5～ 6月

② 7～ 3月

③ 6～ 3月

① 6～ 3月

② 6～ 3月

③ 9～ 3月

①通年
②通年
◎通年

①通年
②4・ 8月

③通年
④通年

⑤管理栄養士、リハスタッフによる料理、おやつレクの定期開催

⑥職員有志による蕎麦打ちレク・着付けサービスの定期開催

⑦松寿園図書館 (図書無料貸し出し)サービスの提供 (ゲストの文化的活動の支援)

③移動販売 (パ ン、コンビニ、衣服等)サービスの提供 (ゲストの経済的活動の支援)

⑨大型テレビの設置(2号館2階・3階 )

④ゲストの心身の健康維持 。向上を目的とした音楽療法 (ホ

°
シ―゙チエ音楽教室)サービスの提供 (ケ

゛
ストの文化的活動の支援)

※千葉県高齢者福祉大会にて実践発表を行う

(4)同性介護を体系的に推進します

①同性介護の基本方針の策定

②同性介護に係る研修の実施 (人権・プライバシー保護など)

③現状分析と課題抽出
④介護体制の最適化 (シ フト・役割分担など)

(5)新たな介護力向上研修体制の構築

①シナジー介護技術研修を見直し、新たな研修体制を構築する

②介護リーダー・フロアリーダー、プリセプターによる介護技術研修の実施 (フ ロア単位)

③年間研修計画の策定と研修カリキュラムの体系化を図る

(6)次世代リーダーの育成を推進します

①プリセプターの選出と育成

②リーダーシップ、マネジメント研修、キャリアアップ研修など外部研修への参加

③職員の育成成果に応じた表彰制度の導入の検討

(7)職員に必要な専門知識・技術が習得できる研修機会を提供します

①介護福祉士、実務者研修、介護支援専門員、喀痰吸引、レクリエーション

②認知症関連 (認知症基礎研修、認知症実践者研修、認知症実践リータ
S―
研修、認知症の行動・心理症状の予防等に資するケアプロク

｀
ラム)

③全国老施協、千葉県高齢協、千葉県社協等主催の研修会への参加 (人事考課1こ よるヒアリングから内容に応じて研修参カロ者を選定)

④法定研修の実施 (権利擁護、身体拘束廃止、高齢者虐待防止、防災 (BCP)、 緊急時対応、看取り、介護事故対策)

(8)地域との交流を促進します

①認知症カフェに協同参加し、福祉人として専門職による福祉活動を推進 (介護 。看護 。リハ・管理栄養士)

②さくら祭りへの出店、町会納涼祭への出店

③包括主催の地域ケア会議への参加不登校児童と親御様との世代間交流の実施 ※場所の提供

④不登校児童と親御様との世代間交流の実施 ※場所の提供

六 高 台 福 社 会

塊 腕



Ｉ
Ｐ
『
Ｉ

①施設長
介護リーダー

②介護 フロア
リーダー

⑥施設長
介護 フロ

アリーダー

④フロアリ
ダー

施設長

① ②
施設長 副施設

長

①副施設長

②施設長

⑥介護リーダ

④看護職員
⑤看護
⑥施設長 看護

職員

月

月

月

月

間

３

３

３

ヽ

や　　　　”　　　　一　　　　や　　　【【【狛

①
②
③
④
⑤

4 7 10

2月

年

年

通

通

毎月

②
③
④

月
⑥
⑥

年

年

通

通

①

②

10月

(1)労働環境の改善に向け、ワークライフバランスを重視 した適切な労働時間を

①入浴に関する業務プロセスを検討し、勤務シフトの見直しを行います

②ICTの活用を通して、申し送りや情報共有の簡素化など業務量の削減を図ります

(朝礼の見直し、特養会議、フロア会議、委員会の議事録、事故報告書作成時などに生成 AI

フロアの残業時間の合計を年間 7,000時間以内とします (前年度より20%以上削減 )

確保します

③各

080時間

フロア 月間

1号館東

1号館西 1,200時間100時間

70時間2号館 2階
1,080時間90時間

840時間3号館 2階 70時間

960時間3号館 3階 80時間

1,080時間90時間3号館 3階

を活用 )

年間

90時間

840時間

2号館 3階

④尿路感染症の再発による入院を予防します (年間7名から4名 に
。排泄ケア (陰部洗浄・清拭)の研修、実施状況の定期確認

⑤褥塔の予防について計画的に取組む
。栄養スクリーエンク

Sの
高リスク者 (BMI指数 (18。 5以下)、 アルデミン値 (3.0未満)、 体重減少など)に関する褥盾ケアの実践

。褥塘発生件数の半減 (年間H名から5名 :褥盾発生率7%か ら3%)*褥盾発生率1.05%(2021年 日本褥盾学会データより)

⑥感染症対策の強化 (平時 。発症時)

。感染症及び食中毒に関する研修 。訓練の定期実施 (PPE、 嘔吐処理対応)

。BCPに関する研修 。訓練の定期実施

低減 )

(9)人員配置の見直しと最適化

①テクノロジーの活用を通して業務の効率化を図り、最適な人員配置について見直しを行う (残業の削減)

②看護、生活相談員、機能訓練指導員など、多職種連携による支援体制の強化

月 1回) *電子記録システムの活用促進 (利用率 80%を 目標 )*多職種カンフアレンスの開催 (

①歯科医師及び歯科衛生士による口腔衛生指導(勉強会、個別の手技に関する指導)を 通して、(誤疎性)肺炎による入院を予

防します。(年間6名から3名に低減)

②ゲストの健康状態の変化を早期に発見し、H戸高託医、協力医療機関との連携を図つていきます

(協力医療機関との契約、年2回の情報交換)

(10)ゲストの入院率の低減を推進します (年間 5%以内

③多職種によるカンフアレンスを定期開 リスクを環境やケアの面から検討、改善 していきます催し、転倒などの事故

2.働きやすい職場づくり ～安心して長く働ける職場環境～
終

評
スケジュール 実施担当

六 rl子 ,、 '社 会

蝿 鷺触



7,080時間590時間合計

④有休休暇を年間 16日 取得 (常勤・準社員)できるよう年間計画を立てていきます

⑤常勤介護職員の公体数を毎月9日 とします (年間 108日 )※ R7。 4～実施

Ｉ
Ｐ
∞
Ｉ

① ②
副施設長

① ②
施設長

施設長

目」施設長

ケアマネ 相

談員

① 目」施設長

② 目」施設長

相談員

① ②
施設長

① ②
施設長

① ②   施

設長 副施設長

③目1施 設長 介
護リーダー

④看護サブリー
ダー

①施設長

②介護リーダー

③施設長
フコアリー

ダー

①通年
②通年

8月

通年

11月①

② 月

7

6

9

①

②

月

月

① 通年
②通年
◎通年
④5月

①

②

月

適宜

①10,3月

②8 2月

① 4,7,10月

② 6～  10月
③ 6 ～3月

(5)食費の料金改定について検討を行います

(3)次の加算の取得に向け、定期的に体制や取組みについて検討し、計画的に申請へと繋げていきます

①口腔衛生管理加算 ②生産性向上推進体制加算 I

(4)補助事業に関する情報の収集と活用を図り、効率的な運営を推進します

①国や自治体が提供する補助事業情報を定期的に収集する

助事業の種類、要件等をチェックし、事業計画の予算等に積極的に活用する②補

(1)入居検討会議を毎月実施し、従来 。ユニツトとも男性、女性の待機者を常時 2名程度確保する (入退間 7日 以内)

(2)特養待機者の確保に努めます

①施設見学会の実施
の広報活動の実施 (居宅 。病院、老健など)②地域で

(4)メ ンタルヘルス、ハラスメント(パ ワハラ 。セクハラ 。カスハラな

①ハラスメント防止研修の実施

②職員ヒアリングの実施

(5)多様な人材 (外国人・アクティブシニア)の採用と働き方を支援します

①異文化理解研修の実施 (言語、習慣、料理、暮らしなど)

②留学生 (養成校との連携強化)、 特定技能 (職員からの紹介)を 中心とした外国時介護職員の定期的な採用

ど)の対策を推進 します

(3)心理的安全性の向上に努めます

① フロア会議、多職種カンフアレンスの定期実施

② 施設内における情報共有ツールの活用 (ク ロシオンなど)*特養会議、フロア会議、各委員会の議事録等を発信

③ 外国人相談窓口の設置
ンコールの基準と運用について見直しを行います④オ

(2)職員定着率の向上に努めます

①新人、中堅、リーダー対象の

②職員の腰痛予防対策を強化し

(離職率 10%以下)

介護職員研修を実施します (階層別)*中堅、リーダー対象の研修は年 2回実施

ます (アシストスーツ、入浴機器、自動体位変換マットレスの購入、ノーリフトケアヘの取組、安全衛生研修の実施)

③夜勤時における適切な休憩の確保に 2フロア毎 ;1号館東西・2号館 2階/3階、エットは 3フげにて体制を)ついて取組ます (従来は

3.健全な経営 ～事業の継続と地域福祉が原点～
終

評
スケジュール 実施担当

六 高 子1福 社 会

堺畿諄触



松寿園エミシア松戸六実

ホーム長 阿保 智子

事業名

事業管理者

『質の高いケア・働きやすい職場・健全な経営』

1.良質なケアサービスの提供

2.コ ミュニケーション活発な職場

3。 日々の積み重ねの達成

基本方針

重点目標

[最終評価 ]S:チ ヤレンジした企画が成功 A:期待以上の結果 B:期 待 どおりの結果 C:取 り組んだ D:取組みなし

Ｉ
Ｐ
０
１

(3)地域介護支援事業所や地域包括支援センター、通所介護支援事業所へ営業活動を行う

(5)建物付属品のメンテナンスと清掃・備品の見直し検討を行い、必要に応じて交換をする

(4)申 し込み頂いた方とそのご家族様へ訪問や定期連絡をする

(1)ゲス トの体重や血圧測定を行い、体調観察を続ける

(2)提携病院、薬局への送迎を続ける

各職員

各職員

通年

通年

通年

通年

阿保 高橋通年

阿保 高橋

阿保 高橋

(4)法人研修や外部研修に参加する(認知症関連 。ハラスメント。接遇 'コ ミュニケーションなど)

(3)地域行事の 「桜祭 り」「盆踊 り」「クリーンデー」に参加する

(1)有休休暇を年間 16日 取得 (80%)できるようにする

(2)各職員の仕事ペースを尊重する 各職員

各職員

各職員

通年

通年 阿保・高橋

通年

通年

住まいの継続と安心を得るために感染症予防対策、災害時の準備を行う (感染症対策研修年 2回実施)

(4)法人と協力しコロナウイルスワクチン、インフルエンザワクチンの予防接種を行う

(1)ゲストをはじめ自分や仲間の声が反映されるサービスを基本とする

(5)生け花・アレンジ花の活動再開と図書スペースの充実を図る 高橋

阿保

各職員

各職員

各職員

通年

通年

(2)
通年

通年

10月 ～12月

(3)最低月 1回のイベント・お楽しみを継続する

取 組 み の 内 容

実施担当| スケジュール
1.良質なケアサービスの提供

スケジュール
2.コ ミュニケーション活発な職場

3.日 々の積み重ねの達成
スケジュール

最終評価実施担当

実施担当 : 最終評価

最終評価

六 高 合 柄 紺二会

甥幾等施



地域福祉サービス部

―
や
０
１

2025年度覇羮計画
シ ョー トステイ松寿園

デイサー ビスセ ンター松寿園

認知症対応型デイサービス 松寿園メル・グラン (地域密着型サービス)

松寿園ホームヘルプサー ビス六実

居宅介護支援事業所イム`寿園 eィム`寿園ケアプランセンター六実

Vム` 寿園ケアス クールプラス (+)

福卒止有償運送サー ビス

地域福祉サービス部 部長 齋藤 直人

ショートステイ松寿園 齋藤 直人

デイサービスセンター松寿園 福嶋 清美

リーダー:増田

リーダー:藤澤

サデリータ―゙:松井

サ責:奥村
園メル・グラン

ホームヘルプサービス松寿園

居宅介護支援事業所松寿園

松寿園ケアプランセンター六実

松寿園ケアスクール (+)

福嶋

隅田

清美

信江
管理者

愛木 理恵

猪俣 久美子

齋藤 直人

役総・氏名

福祉有償運送サービス 齋藤 直人



ショー トステイ松寿園

齋藤 直人

事業名

事業管理者

『質の高いケア 。働きやすい職場 。健全な経営』

1。 効率性の向上、結果を伴うケアの確立、暮らしの場の提供

2。 働きやすい職場づくり ～安心して長く働ける職場環境ん

3。 健全な事業運営 (稼働率の目標の達成 )

～安心して暮らせる利用環境～

基本方針

重点目標

取 組 み の 内 容

1。 効率性の向上、結果を伴うケアの確立、暮らしの場の提供 ～安心して暮らせる利用環境～ 実施担当スケジュール

[最終評価]S:チ ャレンジした企画が成功 A:期待以上の結果 B:期待 どおりの結果 C:取 り組んだ Di取組みなし

(1)研修 (内
。外部)や法人委員会等を通じて職員の知識・技術を高めていきます

・感染症 (イ ンフルエンザ 。新型コロナ 。胃腸炎 。か癖)におけるケア方法の見直し強化 ※マニュアル見直し

認知症実践者研修の受講 (1名 )

・高齢者虐待防止、身体拘束廃止に関する研修への参加
。看取リケアの推進と関係研修への参加

非常災害対策に関する研修への参加

(2)事業所の環境整備を行います 目を大切にします) ※チェック項目にて

事業所玄関、スタッフの身だしなみ、感染対策の環境チェックの習慣化

3)ア クティビテイ、レクリエーションの充実を図ります
。レクリエーーシヨンメニューの拡大 (レ クリエーションインス トラクターを中心にゲス トが楽しめる内容を考案実施 )

通年

8月 (12月 )

毎 日

毎 日

4月 ～3月

5月 '9月

通 年

通年

毎 日

四半期ごと

管理者

管理者

管理者

管理者

リハピリ戦員 :

リー

リーダー

ケアワーカー

リーダー
ケアワーカー

リハビリ職員

I

Ю

I

。レクを週課 として位置付け、計画的に実施する (お しゃべり会・軽運動・散歩 。他の事業所 との交流など)

・外出行事の企画実施 (花鑑賞・ショッピングモール等)

(4)自 立支援と重度化防止を目的に個別機能訓練を強化します
・利用後に自宅での生活動作が向上する又介護が楽になることを目標に機能訓練メニューの見直しを行います

・自宅で行えるリハビリや介護の仕方をご家族にお伝えします

(5)ゲストの身だしなみ (車椅子合む)を整えます

(6)サービスの質の評価 (法令遵守)を 行います

サービス評価項目に沿い評価を行い、未実施や課題を抽出し改善を図る

ケアワーカー

六 高 台 福 社 会

ゲス ト懇談会 (管理者・介護リータゞ―参加)を 定期開催。ゲス トの声、意向に沿ったサービスを実践する 偶数月

鞠犠鷺触



(7)同性介護の推進
。同性介護を特別なサービスと捉えず「ゲストの尊厳を守る質の高いサービス」として捉える。
。人権意識を高める研修をおこなう

1通年    1部 長 管理者
!

Ｉ
Ю
Ю
Ｉ

。毎月の実績報告やゲス トの利用状況 (日 常のご様子やケアプランの目標達成状況等)を お伝えする資料を作成 します

リーダー

4月 ・毎月

研修 (演習)を通して各運転手の適性をチェックします

。行事、サービスの状況を SNSで発信 します

(3)物価高による影響を鑑み食費の値上げを検討します

(1)営業活動を行います

管理者

管理者

管理者

随時

通年

8月

(2)安全な送迎サービスを提供 します
。運転前のアルコールチェック、体調チェック (形骸化防止しないように)

地域イベントヘの参加を通して、福祉職として地域づくりに参画する機会を設ける

ロボットや見守リセンサー・カメラを活用し腰痛予防等、職員の負担軽減)を 図ります

ケアマネ、ゲストからの利用予約の利便性を高め、漏れの無い予約管理への改善 (FAX見直し)を進めます

4月 ～3月

6月

年 5回

9月

4月

業務の洗い出しを行い、ムリ、ムラ、ムダがないかを見出し改善を図る

(6)ハラスメント対策を通して安心・快適な職場環境づくりに努めます

(2)常勤職員の公休日を毎月 9日 とします

。桜まつり、盆踊り大会、認知症カフェ等

(5)仕事上の悩み・課題の緩和に努めます

管理者とヒアリングの機会を設けます
管理者

管理者

随時

通年

(1)

護

クノロジー (タ ブレットによる介護記録入力等)を活用し、業務改善 (介生産性向上ガイドラインに沿つた取り組みやテ(7

6月

通年

・ハラスメント研修の実施

(3)年次有給休暇の取得率拡大 (80%)を 目指します

(4)残業時間を削減します(35%減 )

管理者

2.働きやすい職場づくり ～安心して長く働ける職場環境～ スケジュール 実施担当
終

価

最

評

3.健全な事業経営 (稼働率の目標の達成) 95。 0%以上 (19人/日 )
スケジュール 実施担当

終

価

最

評

八 高 台 福 社 会

靭畿辱触
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デイサービスセンター松寿園  認知症対応型デイサービス 松寿園メル・グラン

デイサービス :福嶋 清美  メル・グラン:福嶋 清美

事業名

事業管理者

[最終評価]S:チ ャレンジした企画が成功 A:期待以上の結果 B:期待 どおりの結果 C:取 り組んだ D:取組みなし

(1)研修 (内・外部)や法人委員会を通じて職員の知識 。技術を高めていきます 4月 ～3月 管理者

・認知症実践者研修の受講 (3名)認 知症実践 リーダー研修の受講 (1名 )

。認知症ケアに関する事例検討会の開催
。認知症ゲス トの対応力の強化を行う。BPSDを 起こさないケア、BPSDの予防の対応を学べる研修会への参加を行う 通 年

相談員、介護

高齢者虐待防止、身体拘束廃上に関する研修への参加

非常災害対策、感染対策に関する研修への参加

接遇の徹底を行います。不適切な言葉遣いや不適切と思われるケアに対してはその場で注意がまたはリーダー等に報告

ができる体制を構築します。

(2)事業所の環境整備を行います (見た目を大切にします) ※チェック項目にて

玄関先の清潔、スタウフの身だしなみ、感染対策等

(3)ア クティビティ、レクリエーションの充実を図ります

午前中 (入浴、機能訓練以外の時間)ゲス トが楽しんで過ごせるよう備品を整備

外出行事の企画実施

季節の行事 (お花見、いちご狩り、夏祭り、ぶどう狩り、敬老感謝祭、クリスマス会、感謝祭)を 継続して行う

メル・グランの一日外出(4,5,6,10,11月 )を 継続する

。月 1回のお楽しみレクリエーション(お楽しみ昼食、居酒屋、カフェ)を 継続する

(4)個別機能訓練を強化 します
・在宅生活を継続するために、自宅の生活環境に適したリハビリメニューを立案すると共に、 リハビリメ■ューのマンネリ

毎月

管理者、 リー

ダー、相談員

通年

定期的

通年

4.5610.11
月

管理者 リー

管理者 リー

職員

部長

長
一

〓ダ
一

ダー

毎月

リーダー

リーダー、介

護職員

相談員、介護

職員

リーダー、介

に写41員

六 高 台 福 粕と套

『質の高いケア・働きやすい職場 。健全な経営』
１
１

　

０
る
　

つ

υ

効率性の向上、結果を伴うケアの確立、暮らしの場の提供

働きやすい職場づくり ～安心して長く働ける職場環境～

～安心して過ごせる利用環境～

健全な経営 ～事業の継続と地域福祉が原点～質の高いサービス提供

基本方針

重点目標

取 組 み の 内 容

1.効率性の向上、結果を伴うケアの確立、暮らしの場の提供 ～安心して過ごせる利用環境～ 実施担当スケジュール

マンネリイを防ぐ
適宜

蝿 諄纏



自立支援と重度化防止を目標とした機能訓練メニューヘの見直し (評価含む)

(5)サービスの質の評価 (法令遵守)を行います

チェックリストにて評価実施

ゲス ト面談を行い、その想いをサービスに反映します

。本人ミーティングを定期的に実施し、ゲストとの対話の中で生まれる真のニーズを探リゲストの思いに応えます
。科学的介護情報システムヘのデータ提出とフィー ドバック及び ADLア ウトカム評価を実施

(6)ゲス トのニーズに可能な限り応えていきます
。ゲス トの日頃の困りごとへの支援に可能な限り対応します (買い物、急な体調不良による受診等 )

特養、ショートステイ利用ゲストが気軽にデイサービスに立ち寄れる場所になれるよう雰囲気作りを行い、ウエルカムな

気持ちでゲス トを迎え入れ出来るよう職員の意識改革を行います

買い物支援、送迎時にご自宅で荷物運びや灯油入れ、玄関先の雪片付け等

・SS、 特養と連携し、ゲス トとの交流、面会対応等横断的なサービス提供を行う

(7)同性介護の推進

。同性介護を特別なサービスと捉えず「ゲストの尊厳を守る質の高いサービス」として捉える。
。人権意識を高める研修をおこなう

(1)地域行事の企画・開催を通して働く職員のモチベーションを高めます

認知症カフェの定期開催

i3か月に 1回

管理者  リー

ダー

管理者、リー

ダー、相談員

9月 ・2月

1随時
管理者 リー

ダー

適宣     1宴≡言拍象貫

通年

通年

!通年

通 年 部長 管理者

奇数月

毎 月

通年

10月

隔月

9月 。2月

適時

機能訓練士

管理者

管理者 リー

ダー

管理者、リー

ダー

管理者 リー

ダー 部長

管理者 部長

管理者 部長

部長

部 長

者
　
ヽ

鯉
ダ．

一
職

り

一護
ヽ
介

［貝

Ｉ
Ｎ
ト
ー

。応、れあい会食会 (地区社協)への参画

包括の多機能コーディネーターと共同して大人食堂(仮名)を 松寿園で開催する。大人食堂に向けてのミーティングを

開催する

(2)年次有給休暇の取得率拡大 (80%)を 目指します

(3)残業時間を削減 します (35%減 )

・業務の洗い出しを行い、ムリ、ムラ、ムダがないかを見出し改善を図る

(4)仕事上の悩み・課題の緩和に努めます

管理者、担当部長とヒアリングの機会を設けます

(5)ハラスメント対策を通 して安心・快適な職場環境づくりに努めます
。ハラスメン ト研修の実施

(6)生産性向上ガイ ドラインに沿った取 り組みやテクノロジー (タ ブレットによる介護記録入力等)を活用し業務改善 (腰

: 管理者 リー

第 2木 曜日   |  ダー

:4月 ～3月

9月 2月 適

時

4月 ～3月

6月

六 ‐
l十 ,↑ li寸 樹i会

2.働きやすい職場づくり ～安心して長く働ける職場環境～ 謙
諭

スケジュール 実施担当

痛予防等、職員の負担軽減)を 図ります。
通年 管理者

蝿 鋒纏



鶉”

4月 ～3月

3か月 1回

: 6月

i3月

。行事、サービスの状況を SNS(イ ンスタグラム)で発信します。

。研修 (演習)を通して各運転手の適性をチェック

安全な送迎サービスを提供します

(1)営業活動を行います

一者
、

一理一管

一
一
　

い

一
　

一
一

一者

ダ

一

， 理

　

一

一管

　

一

部長

長
一

部
一井

一

通年

適宜

随時

が示された)の書式を見直します。毎月の実績報告やゲス トの利用状況 (ケ アプランの目標達成状況

しながら送迎ルー トの見直しを定期的に行い、送迎の効率化を図るドライバーさんと共同

2
管理者  リー

部長 管理者

部長 管理者

部長 管理者

化防止しないように)
。運転前のアルコールチェック、体調チェツク

による影響に鑑み食費の値上げを検討します(4)物価高

提供を行う。法人内訪間介護事業所 と連携を図り、複合型サービスの

・収支状況の改善から収支均衡を図ります。

(3)複合型サービスの提供

3.健全な事業経営 (稼働率の目標の達成)デ イサービス:85.8%以上 (30人 /日 )メ ル・グラン:83.3%(10人 /日 )
スケジュール

Ｉ
Ю
９
１

六 高 合 襦 社 会

鞠犠等想



隅田 信江

松寿園ホームヘルプサービス六実事業名

事業管理者

『質の高いケア・働きやすい職場 。健全な経営』

１
１

（フ

ロ
　

つ

じ

働きやすい職場づくり ～安心して長く働ける職場環境～
用環境～質の高いサービス提供 ～安心して暮 らせる利

安定した事業経営 (訪問派遣数増 )

重点目標

基本方針

Ｉ
Ю
６
Ｉ

カフェ等、法人や地域で行われるイベントに参加します

地域イベントヘの参加を通して、福祉職として地域づくりに参画する機会を設ける

(2)年次有給休暇の取得率拡大 (800/O)を 目指します

・訪間介護員の派遣固定を緩和 し複数の派遣体制を構築

(3)仕事上の悩み 。課題の緩和に努めます

管理者、担当部長 とヒアリングの機会 を設 けます

(4)ハラスメント対策を通して安心

[最終評価]S:チ ャレンジした企画が成功 A:期待以上の結果 B:期待 どおりの結果 C:取 り組んだ D:取組みなし

年 3回 部長 管理者

通年 管理者

随時 管理者 部長

9月

(1)認知症

六 高 台 福 ネ‖会

管理者

10月

通年

身体拘束廃止・自立支援 。重度化防止の推進します

管理者

管理者

通年

通年

通年

提供

スタンダードプリコーシヨンを徹底したケア常日頃から
(演習)の実施。感染症対策研修の参加や事業所内介護研4多

(3)法人内福祉有償運送
部長 管理者

訪間介護員が気付いた視点をケアプランに反映できるサービスの提供にとどまらず、

サービスと連携し、ゲストの外出支援をサポートします

。ケアプランに沿つた訪問介護

画書の位置づけ)等に情報を。ゲス ト、ご家族、介護支援専門員 (サ ービス計

(1)高齢者虐待防止

(2)感染症や災害等による事業休上を防ぎます

ようにします

1.質の高いサービス提供～安心して暮らせる利用環境～

スケジュール2.働きやすい職場づくり ～安心して長く働ける職場環境～

スケジュール
最終

評価
実施担当

実施担当

ハラスメント研修の実施

快適な職場環境づくりに努めます
6月

部長

幣畿諄纏



(5)訪問介護員とコミュニケーションを深め、
。移動中の安全配慮と夏場冬場の冷暖対策、訪間時

・事業所環境への配慮

労働環境の改善に取 り組みます

の安全確保 (備品整備)と感染対策

通年 管理者 部長

Ｉ
Ｎ
『
―

部長 管理者 |

管理者

部長

管理者

通年

(4)

必要な準備を進めます

すために必要な体制整備を1まかります。(1)訪間は件数増や

通年
(5)自社居宅介護支援事業所との

(6)法人内事業所との連携はじめ

毎月の実績報告やゲストの利(7)

部長 管理者 |

を各居宅介護支援事業所に報告

を確保し訪間派遣教増に繋げます

訪間介護事業所契約数増につなげます。

連携、情報共有を深め、適正な送客率を保持します。

訪間介護員

を図り複合型サービスを推進 します

ケアプランの目標達成状況等 )

居宅介護支援事業所に対して 「福祉有償運送サーヒ
゛
ス」の周知を図り、

法人内異動や外部からの求人を行い、

000件 )と共有を図ります。 (年 6,

用状況 (日 常のご様子や

メル・グラン、エミシア職員と連携(3)デイサービス、
(2)訪問件数の目標設定

人訪間介護職員の法人内異動に向け、(8)外国

3.安定した事業運営 (訪問派遣数増 )
スケジュール

六 li合 福 ムl:会

堺畿肇纏



居宅介護支援事業所松寿園 / 松寿園ケアプランセンター六実

愛木 理恵 / 猪俣 久美子

事業名

事業管理者

[最終評価]Siチ ヤレンジした企画が成功 A:期待以上の結果 B:期待 どお りの結果 C:取 り組んだ D:取組みなし

Ｉ
Ｎ
∞
―

『質の高いケア・働きやすい職場 。健全な経営』

1,法令に基づいたサービスの提供

2,働きやすい職場環境づくり

3。 安定した事業運営

基本方針

重点目標

2事業所合同会議 (部長参加)を行います 。管理者間の情報共有を円滑に行います

(2)年次有給休暇 (80%)が取得でき「ライフワツハ
゛
ランス」が保持できるよう、主担当者不在時のバックアップ体制を構築 します

管理者 部長(4)ハ ラスメント対策を通して安心・快適な職場環境づくりに努めます

(3)ケ アプランデータ連携システムを運用します

管理者

管理者随時

部長 職員

4・ 9・ 1月

(1)2つ の事業所間で困難事例や最新情報を共有します

1  通年

i  通年

(1)居宅介護支援事業所松芽園介護支援専門員を増員します ※特定事業所加算の変更

(2)各ケアマネジャーの担当件数 (39件 )の 目標設定と共有をはかり、標準化を推進します。
・目標 :ケ アマネジャーケアプラン作成 39件 /月

部長 管理者

部長 管理者

3月

(3)法人内事業所と連携を図り、各事業所の新規サービス利用増に繋げます 通年

通 年

部長 管理者

年 3国以上

※自治会 。民生委員との交流
。自立支援や重度化防止に配慮されたケアプランの策定

(1)地域包括ケアシステムの更なる深化・推進

全員

全員

管理者通年

通 年

(避難計画書作成等)への協力。非常災害、感染症への対応力 ※松戸市事業

1高齢者虐待防止、身体拘束廃上の推進 (ケ アプラン策定)

医療と介護の連携を図リターミナルケアマネジメントの推進

3)介護支援専門員実務者研修実習生の受入れ対応を通じて指導力を養います

研修・地域ケア会議等に参加し最新情報の収集・専門性の向上に努めます。

取 組 み の 内 容

1.法令に基づいた質の高いサービスの提供 | スケジュール 実施担当
終

価

最

評

2.働きやすい職場環境づくり スケジュール 実施担当

3.安定した事業運営 スケジュール 実施担当

六 高 合 福 嶺L会

萌亀鷺想



齋藤 直人

松寿園ケアスクールプラス事業名

事業管理者

『質の高いケア・働きやすい職場 。健全な経営』

１
１
　

０
わ
　

つ

０

(介護関係無資格職員対象)を 目指します介護職員初任者研修の取得

を通し指導者の育成を行います研修の講師担当

地域の皆様に当事業の取組みを周知します重点目標

基本方針

[最終評価]S:チ ヤレンジした企画が成功 A:期待以上の結果 B:期待 どおりの結果 C:取 り組んだ D:取組みなし

Ｉ
Ｎ
０
１

講師を担当することで、自身のケアの再確認、働きがい 。スキルアップに繋げます

※週 2回 約 3ケ月のスケジュール

管理者

。介護関係無資格の入職済み職員が受講するこ

受講者募集活動 (HP tt SNSに よる募集、チランポスティン 通所部長
5月

部長・通所

こつけ、基本的な 介

の再確認ができサービスの質の底上げが図れます

技術とそれを実践する際の考え方のプロセスを身 I

グ :地域住民、医療機関、地域包括支援センター等)

とでケア

が介護を行ううえで最低限の知識

を行うことができるようになること護業務

7月 開講

。職員確保における具体的方策となり得ます

(1)事業目的等
・介護に係る者

。研修時間 130時間 (理解度試験有り)

取 組 み の 内 容

学生 42,900円 (現時点)※ 松戸市介護職員初任者研修等費用補助金制度利用検討

9月 までに開催

。既に当会に入職している職員 (介護関係無資格 )

(1)対象受講者 (募集)

費用 :一般 57,200円

しようとする方 (一般の方等)。介護の仕事に従事

福嶋 齋藤

1.介護職員初任者研修の取得 (介護関係無資格職員対象)を 目指します
スケデュール 実施担当

最終

2.地域の皆様に当事業の取組みを周知します : スケジュール 実施担当 「 最終

3,研修の講師担当を通し指導者の育成を行います
スケジュール ! 実施担当

六 高 台 柄 社 会

魂 等想



齋藤 直人

松寿園福祉送迎サービス事業名

事業管理者

『質の高いケア・働きやすい職場 。健全な経営』

本サエビスの提供により、訪間介護事業所の新規利用者獲得につな

本サービスの提供により、地域包括ケアシステムの一助を担う

安全な送迎、確実な運行管理

ヽ
１

　

９

つ
　

つ

じ

げる

重点目標

基本方針

[最終評価]S:チ ャレンジした企画が成功 A:期待以上の結果 B:期待 どおりの結果 C:取 り組んだ D:取組みなし

Ｉ
ω
０
１

(1)配車ミスがないよう、予約受付 。窓口対応 (マニュアル)について見直しを図ります

伊藤 齋藤

伊藤 齋藤4月  10月

7月 ・12月

(4)法令遵守 ※アルコールチェック (形骸化しないように)

(3)車両 (安全点検・車検 。保険等)

(2 運転事故防止 。介護技術研修

(1)年間 240件 (月 20件)の送迎が確保できる要員を確保 します。 ※講習会への参加

伊藤・齋藤4月 ～3月

5月 ～ 齋藤

)に可能な限り対応します(2)ゲス トのニーズに応え、送迎依頼 (ご希望

(1)法人内。外部居宅支援事業所等への周知を行うことで、訪間介護事業者新規利用者数増につなげます。※チラン持参 6月 ～

4月 ～(2)訪間介護派遣時にゲス ト・家族に情報を提供します 隅田

研藤 齋藤

取 組 み の 内 容

1.訪聞介護事業所ご利用ゲストを申心に福祉送迎サービスの機会を提供します スケジュール 最終評価実施担当

: スケジュー】ウ2.本サービスの提供により、地域包括ケアシステムの一助を担う 最終評価実施担当

スケジュール3.サービスの向上 (ミ ス防止と職員研修 )
最終評価実施担当

六 高 令 福 社 会

曽亀諄纏



之025年度事襲計画

松戸帝 六実六高脅地域包播支援惣 ユ〆ター

松戸南 明錦 1地域包搬支援惣 ンター

ｌ
ω

Ｐ
Ｉ

地域包括支援センター部

1松戸市
|六実六高台地域包括支援センター

松戸市

1明第 1地域包括支援センター

部長 小山 日愛

センター長 荒井 愛子

介護予防支援事業所 田部 亜希子

センター長 岩崎 徹

副センター長 永田 恭子

介護予防支援事業所 滝口 朋子



六実六高台地域包括支援センター

部長 ′」山 日愛、 タ 長 荒井 愛子 介護予防管理者 田音呂 亜希子ンセヽ

事業名

事業管理者

１
１

　

り^
し
　

つ

０

自立支援、重度化防止に向けたケアマネジメントを

地域包括支援センター職員の定着育成を目指し、働きやすい環境をつくります

提供 します

センター運営業務委託内容の確実に実施します地域包括支援

『質の高いケア・働きやすい職場 。健全な経営』基本方針

重点目標

[最終評価]S:チ ヤレンジした企画が成功 A:期待以上の結果 B:期待 どお りの結果 C:取 り組んだ D:取組みなし

Ｉ
ω
Ｎ
Ｉ

全職員

全職員

通年 (半期評価 )

通年 (半期評価 )

ンシ

にン す

す

ま

ま

し

ミヽ

を

ヽ

)

て

く

し

づ体制

職場

る

る

き

え

で

△
口

得

し

取

力協

的計画

配慮

を

ヽヽ互

以 上0/0

め

08

深をヨ

(取得率日眼

ケユ

が有給休

コの

全職員し

職員間ヽ

思留

行を

スフ

共有等

ヾ

ス

ノフイ

ケ

フ

な

ク

的

ワ

定期

(2

ンター運営業務委託内容を充分に理解し、業務にあたります。
:認知症に係る専門知識 。技能を持つ医師の下、複数の専門職が本人 。家族に初期支

通年 (半期評価 )

通年 (半期評価 )

全職員

全職員

全職員通年 (半期評価 )

、多職種、他機関 との連携 を強化 します。

育成を支援することで高齢者の

いサービスが提供できケアマネジャー自身の負担軽減につなげます。ってより良

)を 行い、高齢者にと

ネーターを中心に地域団体や関係機関との連携を深め、地域資源の発掘・
イ

防体操等教室、認知症予防教室を開催します。

ただくために学びの機会を提供します (啓発事業年間 40回開催 )。 オレン

介護予防普及啓発事業 :介護予防 。啓発教室、介護予

(4)地域の方々に高齢者支援に関する知識を得てい

多機能コー

イ ②

医療機関(3)地域サポ下 卜医はじめ、

こ基づヽ

り

応等対の事例困難調整スビサ情報共有連携た

すま

ズ

行ヽを

のF]妄乳

地ヽ域作ヽ

援専

すやしりが暮

圏域の介護支

々

当

方

担2(

(1)職員一人ひとりが地域包括支援セ

ア 認知症初期集中支援チーム事業

員等と共に地域高齢者の支援活動を行います (年間 24回 )。ジ協力員やつながり協力

援を集中的に行います。

腫
　
一腹
一

金
　
一全
一

珈　一鉤一

騨
　
一離
一

取 組 み の 内 容

全職員

全職員

全職員
、介護予防 。生活支援サービスの他に地域の社会資源を位置付けます6(2)ケ アプランにおいて介護給付

のサービス、予防活動等につなぎます。

知識や経

々の専門性を高め、事業所全体のスキルアップを行います。
内外部の研修に積極的に参加します。日々の業務では得 られない

します。 (令和 6年度 約 2700件 )

また日々の業務を振り返る機会を持つことで更に個

うために
給付管理数 2800件/年間を目指

験をし、

(3)

や住民主体(1)年度内にサービスの卒業
通年 (半期評価 )

通年 (半期評価 )

通年 (半期評価 )

通年 (半期評価)i 全 職 員

2.地域包括支援センター職員の定着育成を目指し、働きやすい環境をつくります

, スケジュール
1.自 立支援、重度化防止に向けたケアマネジメントを提供 します

最終
実施担当スケジュール

3.地域包括支援センター運営業務委託内容を確実に実施します 実施担当 :スケジュール

最終
実施担当

六 高 台 柄 祉 会

魂 尋想



松戸市明第 1地域包括支援センター

部長 :小山 日愛、センター長 :岩崎 徹、副センター長 :永田 恭子、介護予防管理者 ;滝口 朋子

事業名

事業管理者

[最終評価]S:チ ャレンジした企画が成功 A:期待以上の結果 B:期待 どおりの結果 C:取 り組んだ D:取組みなし

Ｉ
ω
ω
Ｉ

『質の高いケア・働きやすい職場 。健全な経営』

１
１

　

０
と

　

つ
υ

フレイル・閉じこもり 。認知症高齢者の早期発見・早期対応します

地域共生社会を築 くため多機能コーディネーターの役割を地域に広めます

センター内での役割分担・組織体制を強化します

基本方針

重点目標

(1)生活に囚りごとがある高齢者と地域活動したい方へのインフォーマルサービスのマッチングによる社会参加の促進し、

地域のつながり、支え合いを推進します。

(3)ウ ォーキングイベントを最適な季節に行い地域高齢者の介護予防、セルフケアの意識を高めます (年間 2回 )。

(4)共生的視点から、新たな他分野との協力を想像し連携を実現させます。社会資源の把握・活用 '創出を行います。

通年(半期評価 )

通年(半期評価 )

通年(半期評価 )

(2)地域住民と協力し住民主体の通いの場づくりの支援を行います(2箇所 )。

全職員

全職員

全職員

全職員通年(半期評価)!

(1)セ ンター内での役割分担を行い、各事業担当を中心として実施計画を立案し、実施状況を評価・確認分業による業務効
率を図る(残業の削減-20%)

2)セ ンター内にて定期的にケース検討会を実施することでチームでの対応力を向上させます (年間 6回 )

(3)挨拶、声を掛け合い、相談しやすく、風通しの良い職場環境 (雰囲気)をつくります。※人材の定着

通年(半期評価 )

(4)有給体暇取得率を向上させます (80°/。 以上 )

全職員

全職員

セ

長 部長

ンター
1通年(半期評価)|

通年(半期評価 )

1通年(半期評価)1 全職員

取 組 み の 内 容

(1)地域でのイベント・出張相談会等を開催し、センターの周知を行うと共に、気軽に相談できる機会を作 ります

(2)啓発事業等の開催頻度を増やすことで、地域高齢者の参加者を促し、フレイル・閉じこもり予防を行います。また企

画 。立案・実施に携わることで職員の学びの機会ともします (年間 40回 )。

(3)地域全体で要援護高齢者の早期発見が行なえるようにチェックリス トの周知・活用を推進 します。

通年(半期評価 )

通年(半期評価)

通年(半期評価 )

全職員
年間 10回 )

全職員

全職員

1.フ レイル・閉じこもり・認知症高齢者の早期発見 。早期対応します

2.地域共生社会を築くため多機能コーディネーターの役割を地域に広めます

スケジュール3.セ ンター内での役割分担・組織体制を強化します 実施担祟

スケシュール 実施担当

実施担当スケジュール

靭畿鋒纏
六 高 合 福 社 会
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魃③鰯隼慶覇襲計画

パー トナー講座

あん しん電話

夕食 サー ビス

クールオアシス

会議室・車いす無料貸 し

認矢田声正カ フエ 「カ フェ фド とオ ランジ ュ」

統括部長 正田 貴之

施設サービス部 部長 平居 昭範

地域福祉サービス部 部長 齋藤 直人

部長 小山 日愛

部長 正田 貴之

部長補佐 正田

1地域包括支援センター部

役職・氏名

1法人本部
乃



取組み

各事業の生活相談員等担 当

六高台福社会が行つている事業や職員が有する知識 。技能等の専門性を地域の

皆様にお伝え (請義 。演習)することで、地域福祉 (自 助・互助 。共助)に関

して理解と関心を深めていただく為の無料出張型サービスです

目的

■ 開 始 :平成 29年度～

■ 内 容 :下表メニューの中から選んでいただき、ご希望の日、ご希望の

場所へ法人職員を講師として派遣いたします

■ 開催日 :予約制

■ 時 間 :30分年 1時間程度

■ 対象者 :おおむね 10人以上で集まることができる団体、グループ等

■ 費  用 :無料

■ 場 所 :地域の皆さんの主催する催しに、職員が講師として伺います

内容

講座名 内容 種別 担当

1 高齢者の生活を支える介護保険制度について 介護保険制度の概要を分かりやすく解説します 制度 地域包括支援センター

2 介護施設の種類とその機能
牒々な介護施設に

機能を解説します

ついて種別ごとに役割と
制度 地域包括支援センター

3
～家庭介護における安全な技術～

安全で安楽な介護が家庭の中でも行われるよう、ケア (食

妻・移乗・排泄等)におけるポイントをお伝えします。
介護 時別養護老人ホーム

4 具の種類と使い方
央適で安全な福祉用具を適切に使用することで、要介護者

と介護者の生活がより快適になるよう支援します。
介護 侍別養護老人ホーム

5 と薬のはなし bll齢 に伴い注意する疾病と薬のはなしをします。 介護 特別養護老人ホーム

6 認知症予防のおはなしと脳 トレーニング
認知症予防に効果的な脳の活性化プログラ

ムを楽 しく行います。
認知症 報知症デイサービス

7 怒知症サポーター養成講座
認知症を正しく理解し、認知症の人やその家族を

見守り支援する「認知症サポユターJを養堪します
認知症

持養・地域包括支援セ

ンター

8 健康体操～うんどうの習慣化の支援～
l建康寿命の延長やうんどうの習慣化が図れますよ

つ 、 フ
°
ロク
゛
ラムを体験していただきます

運動 特別養護老人ホーム

9 食事が支えるくらし
来養状態の維持は、在宅生活の継続のホ

°
イントです。食事¢

重要性と美味しく摂取できるホ
°
イントをお伝えします。

栄養 特別養護老人ホーム

10 の料理教室
高齢者の方が安全に美味しく食事を食べて

頂くための調理工夫をお伝えします。
栄養 特別養護老人ホーム

11 感染症・食中毒の予防対策について
インフルエンザやノロウィルスなど感染症の発症

の予防や発症時の対応について解説します。
健康 時別養護老人ホーム

12 熱中症の予防対策について
を図ることは、認知症の も

の を学びます。
健康 時別養護老人ホーム
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取組み

■ 法人本部サポートセンター

■ 特別養護老人ホームサービス調整担当課 (電話確認)

■ 六実六高台地域包括支援センター (訪問)

■ 実施主体 :関係 4団体

六実六高台地区町会 。自治会連合

(◎)六実六高台地区高齢者支援相談員会

六実地区民生委員児童委員協議会

六実六高台地区社会福祉協議会

■ 協力 :六高台内科胃腸科クリニック

担当

地域関係団体とのネットワークを構築するための具体的取組みとなる

地域関係団体の活動が活性化されることで、地域における「自助・互助・

共助」の組み合わせによる自主的地域包括ケアの活動を推進していく具体

策となり得る

事業経費が低廉であること。利用者負担がないことから、社会福祉法人が

■
　
■

■

■

暮らしの安心から期待される QOLの向上。居宅限界点の向上への期待

取り組むべき活動としての使命と合致すること

目的

内容

■ 開 始 :平成 25年 10月 ～

■ 対象者 :六実六高台地区在住の 65歳以上の高齢者のいる世帯

但し、「単独世帯」又は「高齢者のみの世帯」

■ 利用料 :無料
■ 内 容 :

ご利用者のご自宅のお電話 (携帯可)に 1週間に 1回 (ご希望の日時)、 安否

確認のお電話を差し上げます (自 動音声)

お電話の内容は 。・ 。(機械録音された定型文です)

☆「お元気でいらっしやいますか ?」

☆「こちらは、松寿園あんしん電話です」

☆お元気な方は、*を押しその後に 1番を押してください

☆連絡が必要な方は、*を押しその後に2番を押してください

☆体調がすぐれない方は、*を押しその後に3番を押してください

「*2又は*3を押された方」、「2日連続で電話での応答が確認できない」

方は、松寿園より直接連絡し、状況確認を行います

訪問等が必要と思われる場合は、地域ご担当の支援相談員 。民生児童委員

の方等にご連絡し、実際に安否確認等をおこないます

※2025/2/27関 係 4団体話し合いの結果、2025/6末 をもって、サービス提供の終

了を確認する。(高齢者支援相談員会の解散、機器の更新費用が多額ちなる為)

あんしん電話 ※2e25。 6未サービス提供終了
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取組み

担当
■ 法人本部サポートセンター (管理栄養士・エームサービス株式会社)

■ デイサービス、メル・グラン、ショートステイ

目的
■ 可能な限り居宅において、食生活をとおして健康を保持され、自立した

生活を営むことが出来るよう支援する

内容

■ 開 始 :平成 25年 H月 ～

■ 内 容 :調理委託会社提供の夕食のお弁当を提供する

■ 対象者 :松寿園デイサービス、メル・グラン、ショー トステイ利用者と

ご家族

※家族=調理等困難な方が対象です。家族のみの利用は行つていません

■ 料 金 :400円 吟500円 (2023.1～ )→600円 (2023.5～ )

■ 利用自 :松寿園デイサービス、メル・グラン利用者=利用日のみ

松寿園シヨートステイ利用者=退居日のみ

■ 実 績 :月 20～ 25食程度

松寿園夕食サービス

取組み

法人本部サポートセンター担当

地域の方の熱中症を予防する

ご面会のお客様に休憩場所を提供する

施設に気軽に入っていただける仕掛けとする

目的

内容

■ 開 始 :平成 27年夏季～

■ 内 容 :冷たい水 。お茶の提供、涼しい場所の提供

熱中症予防のための情報提供等 (厚労省資料の配布)

■ 開放日 :毎年 7月 ～9月          ‐

■ 対象者 :どなたでも

■ 料 金 :無料      
｀

熱中症予防体惑所 (クールオアシス松寿園)
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取組み

法人本部サホ
°―トセンター・特別養護老人ホーム・居宅介護支援事業所担 当

施設設備・備品等を地域に開放。貸出しすることにより、地域との交流

促進及び在宅生活の支援をおこなう目的

■ 内 容 :会議室の貸出し、車いすの貸し出し

■ 対象者 :どなたでも

■ 料 金 :無料
■ その他 :予約制

内容

会議室・車いすなどの無料貸し出し

取組み

担当

■ 地域福祉サービス部

■ 特別養護老人ホーム松寿園

■ 六実六高台地域包括支援センター

目的

■ 認知症の人やそのご家族、介護者が安心して交流できる場所を提供し、

情報共有やサポー トを受ける機会をつくる。

■ 地域社会の理解と連携を促進し、認知症についての啓発を図る。

内容

■ 開 催 :毎月第 2木曜日

■ 対象者 :認知症の方、そのご家族、松寿園ゲス ト、ボランティア等どなた

でも

■ 料 金 :無料

■ 内 容 :

交流活動、お茶やお菓子を楽しみながらの歓談、レクリエーシヨン、参加

者同士の情報交換、情報提供・相談、認知症に関する講座や勉強会、専門

職による個別相談、介護サービスなどの情報提供、健康チェック、介護予

防運動等

認知症カフェ「カフエ・ ド・オランジュ松寿園J
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轟 蛤嬢催a

六萬台福社会のあゆみ

1986(S61)年 9月

1987(S62)年 4月

1987(S62)年 6月

1991(13)年 4月

1996(H8)年 9月

1998(H10)年 6月

1999(HH)年 6月

2000(H12)年 4月

2002(H14)年 2月

2006(H18)年 4月

2006(H18)年 8月

2007(H19)年 4月

2008(H20)年 7月

2010(H22)年 7月

2012(H24)年 3月

2012(124)年 4月

2013(H25)年 10月

2013(H25)年 H月
2014(H26)年 10月

2015(127)年 9月

2015(H27)年 10月

2016(H28)年 9月

2017(H29)年 4月

邑018(H30)年 4月

2019(H31)年 1月

2020(R2)年 10月

2021(R3)年

社会福祉法人六高台福社会設立認可

特別養護老人ホーム松寿園 50床開設、シヨートステイ事業 4床開設

デイサービスセンター松寿園開設 (松戸市初 )

特別養護老人ホーム 50床/シ ョートステイ 16床増床

(計 :特養 100床 ・シヨートステイ 20床 )

法人設立 10周年

五香六実地区在宅介護支援センター受託

訪間介護事業所松寿園開設

居宅介護支援事業所松寿園開設

五香六実地区高齢者支援連絡会事務局受託

介護予防事業開設 (デイ 。ヘルプ 。ショート)

法人設立 20周年

高齢者うんどう教室スタート・・ 。20周年記念事業

常盤平地区地域包括支援センター受託/介護予防支援事業所指定

SSフ ロア改修/DS一部改修

ケアプランセンター六実開設

ホームヘルプサービス六実移設 (名称変更)

認知症対応型デイサービスメル・グラン開設 (地域密着型サービス)

特別養護老人ホーム松寿園アネックス 60床開設

特別養護老人ホーム松寿園 1号館全面改修工事 (多床室 10床のイロ室転換含

む)(計 :多床室 90床、個室 60床) *土地の購入

六実六高台地域包括支援センター受託/介護予防支援事業所指定

明第 1地域包括支援センター受託/介護予防支援事業所指定

*H25。 9,30常盤平地域包括支援センター受託終了

*六実六高台・五香六実地区高齢者支援連絡会事務局受託修了

あんしん電話サポートスタート

タ食サービス

カフェ・ド・オランジュ松寿園開店 (認知痘カフェ)

サービス付き高齢者向け住宅 松寿園エミシア松戸六実開設

通所型サービス C 松寿園コヨからスタジオ開設

法人設立 30周年

松寿園事業開設 30｀周年 。30周年記念誌発刊 「ありがとう」の軌跡

六実六高台地区高齢者支援連絡会事務局受託再開

社会福祉の増進に資する人材の育成・確保に関する事業 (奨学金)

土地の購入、非常用自家発電設備の設置

福祉有償運送 。ケアスクール・多床室プライバンー保護改修工事
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会議

会議名 頻度 対象 内容

1 幹部会議 週 1回 幹部職員
全体共有事項

全体検討事項

2 全体会議 適時 全職員
全体共有事項

研修

3 課長会議 適時 課長職以上
課題の検討 。共有 。修正

研修

4
特養会議

デイ管理者会議
週 1回 各リーダー

振返 りと予定確認

事業 PDCAの確認

5

サービス調整担当課会議

特養各フロア会議

ショー トステイ会議

ディサービス会議

メル・グラン会議
エミシア会議

居宅会議
ヘルプ会議

包括会議

月 1回

以上
各所属職員

現状共有

課題の抽出 。検討 。調整

カンフアレンス

振返 り、現状確認

課題の抽出と共有 。検討

情報共有

6 入居判定委員会 適時 特養各職種 調査報告と判定

7 その他 適時
必要 と思われ

る職員
必要と思われる事項
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委員会

委員会名 研修委員会

目的
介護保険制度において各事業所で実施が義務付けられている法定研修及び

全職員のスキルアップにつながる研修を法人各委員会 と協力し実施する。

取組み

■ 最新情報や専門外の知識も身につけられるように eラ ーニング、

YouTubeを 活用する、また参集研修も再開する

4月 認知症ケア (認知症の人の気持ちを知ろう)

5月 認知症ケア (タ イプ別対応方法 )

6月 熱中症対策 (厚労省動画 )

7月 職員向けボデイメンテナンス

8月  BCP(業務継続計画)の訓練 (シ ミユレーション)

9月 防災委員会研修

10月 感染症対策

H月 高齢者虐待防止委員会研修

12月  プライバシー保護の取 り組み

1月 看取 り期のケアについて

2月 ハラスメント防止

3月 高齢者虐待防止委員会研修

■ 平時から、実際に感染症が発生した場合を想定し、発生時の対応につい

て、訓練 (シ ミュレーション)を定期的 (年 2回以上)に行う (運営基準 )

■ 普通救命研修 (日 時、実施回数については六実消防署 と調整し決定)

■ ほめ達研修 (中 間管理職以上は、3級を取得 )
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委 員 会 名

施設内におけるヒヤリハット・事故の発生、再発を防止していくため、リスク

マネジメントの強化を施設全体で継続的に推進していきます。

高齢者虐待防止、身体拘束の適正化に向けた検討会を昨年同様、定期的に実施

していきます。

既存の福祉機器の更なる定着とICTの活用による業務の効率化、業務負担の軽

減に向け取り組んでいきます。 (マ ニュアルつくり、業務負担軽減の検証

目  的

■ 高齢者虐待防止、身体拘束廃止に関する研修の実施

(身体拘束の適正化に関する検討会を年 4回実施 )

■ ゲストの心身の状態、生活環境等から個々の状態把握に努め、多職種

(介護、看護、栄養、相談、ケアマネ)共同によるアセスメントを通して、

介護事故の予防に向けた定期的なカンフアレンネを実施する

■ ヒヤリハット・事故報告書の分析を行いマニュアルの変更等を提案し、

再発防止に努める

■ 現在使用している福祉機器の他、介護ソフトと連動したタブレット(ICT)の

活用と定着に向けた支援を実施する

■ 新たな ICT機器の導入について検討し、業務効率化について検証する

取 組 み

弁護事故安全対策・高齢者虐待防止・身体拘束廃止委員会

委 員 会 名

施設の安全で快適な環境を維持し、利用者と職員の健康と安全を確保すること

を目的としています。環境整備や 5S活動など日常的な衛生管理を習慣化し、

職場環境の改善と効率化を推進していくことで生活の質の向上を図ります。

また、疾病や感染症などの予防、発生時の迅速な対応を組織的に行うと同時

に、計画的にシュミレーションを実施していくことで、感染の拡大防止に取り

組んでいきます。

目   的

■ 感染症対策委員会を定期的に実施します

(6月 、9月 、12月 、3月 )

■ 感染症に関する意識啓発、BCP(業務継続計画)、 感染症・食中毒の発生 。ま

ん廷ゐ防止に関する研修を実施し、感染予防・発生の対応に努めます

■ 5Sラ ウンドを毎月実施し、日常清掃 。環境整備の習慣化を図ります

■ 尿路感染症・褥塘発生の予防に努めます

■ 衛生管理者の増員を図ります

取 組 み
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委員会名

的

ゲストが自分の口で美味しいご飯を食べたいという思いに対して、多職種で連携し

て取り組んでいきます。委託先である日清医療食品(株 )と も良好な関係を築き、喫

食率アップを目指します。

・ゲス トの方々に食事を楽しんでいただく。

・ミールラウンドを通して食形態の確認 。調整を行う。

・感染対策に努め、食中毒を予防する。 (保健 。衛生・感染症対策委員会と協働 )

取 組 み

■楽しい食事の時間を提供していくために、多職種で連携を図る。

■ゲス ト個々に合わせた栄養ケアプランを作成し、栄養ケアマネジメントの向上に

努める。

■新たな献立メニューを検討したり、行事食を実施することで季節感を感じても

らう。

食事サーピス委員会

【年間計画】

*毎月、スクリーニング結果、特別食について検討。

月 日 内容 体験 協賛

4月 H日 食中毒対策について な し (株 )日 清

5月 9日 脱水症について 経口補水液 (株 )明治

6月 13日 感染症について な し 未定

7月 H日 褥磨について 栄養補助食品 (株 )ク リニコ

8月 8日 高齢者の貪血 鉄セ
゛
リー (株 )サ ンプラネット

9月 12日 防災食について 防災食 (株 )日 清

月 10日 出前講座 な し 松戸保健所

H月 12日 〕;便について サンフアイバー (株 )太陽化学

12月 12日 感染症対策について な し 未定

1月 9日 疎下について とろみ飲料 (株 )ク リニコ

2月 13日 腸内環境 ヤクルト (株 )ヤ クル ト

3月 13日 おやつレクレーション おやつ作り な し
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委 員 会 名

あらゆる災害からゲスト・スタッフの人命を守るために、職員全体で防災意識を高

める訓練を実施します。想定される災害に備え必要物品 (非常食・水・防災備品

等)を整備するとともに、各事業が継続できるよう体制を整備します。

目   的

取 組 み

火災予防を目的とした施設内及び施設外周辺のラウンド・環境整備

暴風雨 。地震・火災等、あらゆる非常災害時を想定した避難誘導訓練の

定期実施 (非常用自家発電機自主点検 )

要援護者をはじめ、災害時の地域の福祉避難所としての機能整備

BCPの共有 (必要に応じた計画の見直し)

地域住民参加による防災訓練 (演習)

■

　

■

防災 (防犯)・ 非常災害対策委員会

【年間計画】

4月 事業計画の共有 新人研修 非常用自家発電機自主点検

5月 火災予防月間 (委員による館内ラウンド)

6月 防災 (避難)訓練

7月 非常用自家発電機自主点検 ※地域住民参加

8月 非常災害時想定避難訓練 (暴風雨 。地震 。火災想定)

9月 防災 (避難)訓練

10月 計画停電 (非常災害時想定避難訓練)

H月 火災予防月間 (委員による館内ラウンド)

12月 防災研修 (ト レーナー消火器演習) ※地域住民参加

1月 非常用白家発電機自主点検

2月 防災研修 (BCP見直し。共有・ミニ研修等)

3月 防災 (避難)訓練
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